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提案背景（今日に至るまで）

平成11年省エネルギー基準（次世代省エネ基準）から冬の寒さをしのぐため、
高気密高断熱住宅の普及に取組み

青森県は

・地元工務店や住民の高気密高断熱住宅に対する理解がある

・結露やカビの発生リスクに対応するため気密性能が高い

・県民は断熱性能にはコストをかける傾向（最低等級５以上）

・地元工務店による高気密高断熱化の施工能力は高い

よって

その結果
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提案課題（最近見えてきた課題）

一方で
・近年の物価高騰により県民所得に対して住宅価格のミスマッチ

・多雪地域が多いので太陽光などの再エネ活用意識は弱い

・断熱にコストをかける一方で木材は安い外材の利用が主流

現状課題
・価格と所得のミスマッチにより断熱性能（等級６）を検討しづらい

・太陽光発電など家庭部門での再エネ利用が進まない

・県産木材の地産地消型循環サイクルが進まない

さらなる省Ｃｏ２化が進まない傾向
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提案課題（課題に対してどう取組むか）

課題解決に向けて考えること
課題① 断熱等級に依存しない住宅性能の立証

課題② 太陽光発電設備の実績稼働データ取得

課題③ 県産木材の使用樹種等のデータ取得

最終目標
・積雪寒冷地における再エネを考慮したＢＥＩの算出

・ホールライフカーボン削減を実現する地産地消型住宅のモデル化

省Ｃｏ２化を図る「あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化」が必要
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提案課題への対策①（目標値の設定）
課題への対策として２０２５年３月「あおもりリビングスタイルガイドライン」を策定し、

青森独自の省エネ住宅基準「あおもりGX住宅」を設定

あおもりGX住宅
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提案課題への対策②（プラットフォームの設置）
「あおもりGX住宅」を普及するために、２０２５年６月に県内企業や関連団体による

プラットフォームを設置（10月時点で計81団体参加 ビルダー5８社、サポーター２3社）

・県は地域課題の総合コンサル

・地元工務店は技術力の共有、継承

・金融機関は建築主や地元企業への資金面支援

・木材供給者は工務店と地域課題共有、利用促進

・県外含む民間企業等は省Ｃｏ２の技術を地元へ普及・提供

各参加者の役割
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提案事業の内容（課題に対してどう取組むか）
最大目的

課題① 断熱等級に依存しない住宅性能の立証（補助対象経費）

→プラットフォーム内のビルダーが新築または改修し、
断熱等級、気密性能値、ＢＥＩに関するデータを青森県に提供することが前提

【補助要件】
①あおもりGX住宅（新築）

断熱性能等級６以上 、一次エネルギー消費量削減率３０％以上、気密性能0.7㎠/㎡以下

補助予定額２００万円 (参考：ＧＸ志向型住宅 １６０万円)

②あおもりGX住宅（全体改修）

断熱性能等級５以上、、一次エネルギー消費量削減率２０％以上、気密性能２.０㎠/㎡以下

補助予定額１２０万円 （参考：令和7年度長期優良住宅化リフォーム推進事業 ８０～１６０万円)

③あおもりGXビルダーズ(新築のみ） ・・・・・・・補助予定額１２０万

断熱性能等級５以上 、一次エネルギー消費量削減率２０％以上、気密性能0.7㎠/㎡以下

補助予定額１２０万円 （参考：令和7年度長期優良住宅 ８０万円)

省Ｃｏ２化をモデル化するためのデータの取得

参考との差額の考え：気密対策工事に関する資材や技術料



課題② 太陽光発電の導入のデータ取得（補助対象外経費）

課題③ 県産木材の使用樹種等のデータ取得（補助対象外経費）

→プラットフォーム内の関係機関が連携し、稼働データ等を青森県に提供する

【実施内容（補助要件とする）】

①県産材１㎥以上の利用または太陽光発電設備の設置

②工事完了入居後1年間の温湿度測定データ提供同意

③工事完了入居後3年間の光熱費データ提供同意

④構造見学会or完成現場見学会開催への同意

⑤設計図書等のデータ提供同意

⑥温湿度測定データ取得に関する機器設置及び管理

太陽光：県補助有（環境省-重点対策加速化事業）
県産木材：県補助有（県単独事業）

湿度は高温対策

プラットフォーム内の電力会社と協力

プラットフォーム内での技術共有

建材とホールライフカーボンの検証

研究機関等と連携

提案事業の内容（課題に対してどう取組むか）
最大目的
省Ｃｏ２化をモデル化するためのデータの取得
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提案事業の内容（改修の知見展開について）
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ビルダーの主な工法は、ＳＨＳ、FPの家、ファースの家、Ｑ１．０住宅など．．．

スケルトンで工事をするのか、居ながら工事をするのか、どこまで新築の応用ができるのか．.

そこで、青森県では毎年
社会資本整備総合交付金を活用し、
技術の底上げや消費者への普及を図るセミナーを実施

・Ｒ６年度 環境と住まいのセミナーを実施

・Ｒ７年度 改修に関するセミナーを実施予定
【予定】
・ 新谷 孝芳氏 アルティザン建築工房（札幌市）
・ 平川 秀樹氏 北海道科学大学准教授
・ 伊香賀俊治氏 慶応義塾大学名誉教授

提案事業などで得た改修工事への課題等をプラットフォー
ムで検討・共有し、住民に普及する活動を今後も継続する



提案事業の内容（住まい方の周知方法について）
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積雪寒冷地の青森県では冬季暖房機器の選択により、ＢＥＩに直結する

建主が求める健やかな住まい、災害対応、環境考慮など、性能による数値を可視化する

例）暖房設備によるＢＥＩ算出例（Ｕａ値0.28）

設計仕様、光熱費、太陽光の実データを得ることで住まい方の可能性が広がる

太陽光発電はつかえる？エアコン以外の暖房機器が選べる？理想のＢＥＩ値とは？

計算上理想の間取りとは？（主たる居室面積）

近年の温暖化により髙湿度

住居内の夏場の湿度が高い

【現在検討課題】

・気候に合った換気設備とは
（排湿機能）

・調湿建材の有効性は
（しっくい等）

・有効な日射、間取り対策とは
（沖縄など蒸暑地型住宅を参考）

提案事業により得られた実データを
青森県が検証する

地域に合った住まいの提案



最後に
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本事業で取得するデータにより、省Ｃｏ２を図る様々な検討が可能になります

脱炭素で持続可能な住まいの暮らしを目指します

あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクトは
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